
1. 腕部の付け替え
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VS-XサーボホルダAをVS-XサーボホルダF
に付け替えます。腕が長くなります。

（１）VS-XサーボホルダAをはずします。

（２）VS-XサーボホルダFを取り付けます。

サーボホーンとネジの取り付け位置は標準版Robovie-Xと同じです。
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結束バンドを２箇所で止めてください。 結束バンドを２箇所で止めてください。
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このときサーボホーンの穴とブラケットの穴の位置を覚えておいてください。
同じ位置に取り付けます。

VS-XサーボホルダA VS-XサーボホルダF

RIGHT

VS-XサーボホルダF

X p.46 X p.49

X p.24X p.22

X
取り付け位置の確認等に
「Robovie-X組み立てマニュアル」の
該当ページを参考にしてください。

※

※

※※

※

p.6に配線の写真があります。





先ほど外したサーボモータ（ショートケーブル）を使用してください。

（２）大腿ヨー軸を胴体に取り付けます。

3.大腿ヨー軸の取り付け

右大腿ヨー軸はCN5のS1（電源側）
左大腿ヨー軸はCN5のS6（スピーカコネクタ側）

配線をCPUへ接続してください。

配線は胴体内部より取り回してください。
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（１）「VS-X股ヨーパーツ」にサーボモータを取り付けます。
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VS-X股YAW軸パーツ
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ブッシュ

フリクションゴムブッシュ

フリクションゴム
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（５）大腿ピッチ軸を取り付けてください。
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腕部の配線はp.2、脚部の配線はp.5で説明した箇所にまとめてください。
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X p.36X p.30

5. 配線



USB

ＣＮ５
※電源側（右）からS1～

CN6 :  コントローラ

CN7 :  IXBUS（拡張基板取り付け）
CN11 :  スピーカ

ロータリースイッチ

電源コネクタ

ＣＮ2

S1 : 左目LED

S2 : 

S3 : 

S4 : 左肘ロール軸

S5 : 左肩ロール軸

S6 : 左肩ピッチ軸

ＣＮ4

S1：右大腿ヨー軸
S2：
S3 : 頭ヨー軸
S4：
S5：
S6：左大腿ヨー軸

サーボモータ：内側が灰色のケーブルです。

VS-LED1：内側が青色、または灰色のケーブルです。

コントローラ、IXBUS：コネクタの△を図中の△合わせてください。

　　　　　　　　　　　通常、△印は１番ピンと合わせます。

ス ピ ー カ：極性はありません。どちらのケーブルでも問題ありません。
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CPU（VR-RC003HV）接続図

コンデンサ

S4 : 左大腿ピッチ軸

S5 : 左大腿ロール軸

S6 :

S1 : 左足首ロール軸

S2 : 左足首ピッチ軸

S3 : 左　膝ピッチ軸

ＣＮ1

S1 : 右目LED

S2 : 

S3 : 

S4 : 右肘ロール軸

S5 : 右肩ロール軸

S6 : 右肩ピッチ軸

ＣＮ3

S1 : 右足首ロール軸

S2 : 右足首ピッチ軸

S4 : 右大腿ピッチ軸

S5 : 右大腿ロール軸

S6 :

S3 : 右　膝ピッチ軸

CN1～5：サーボモータ、VS-LED１

誤って配線した場合、CPU又はサーボモータ等が
壊れる可能性があります。ご注意ください。

＜ケーブルの方向＞
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7. バッテリーの取り付け
胴体に対して縦にケーブルが下に来るように入れてください。

参考）


